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会計課の目標（平成２２年度）自己評価書 

 

会計課長 浅野 恵美子 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は達成 

できなかった理由等 

１、適正かつ効率的な会計事務の推進 

 出納事務の適正執行のため、各課等会計担当者の事務処理能力の向上を図るとと

もに、会計課職員が専門的な知識の習得に努め審査能力の向上を図ります。 

 

２、資金の効率的な管理運用 

町全体の資金状況が厳しい中、資金執行計画表により的確な資金需要の把握に努

め、効率的な資金管理を行います。また、「資金管理基準」に基づき安全性を最優先

としたうえで、金融情勢を注視しながら、余裕資金及び基金の確実かつ有利な運用

を図ります。 

 

３、町民に信頼される支払い事務の推進 

 支払い遅延防止に向けた取組の推進のため、期日指定等の徹底管理と口座振替不 

能件数の削減に努めるとともに、日々の審査を通じて、透明性の確保など予算執行

に対する意識の醸成を図ります。 

 

 ４、チャレンジ目標 

資金執行計画表を基に資金運用を計画的に実践するため精度の高い計画表を策 

定するとともに、国債等の公共債による債券運用のほか歳計現金の効率的な運用に

努めてまいります。 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

・各課会計担当者と連携を密にし、出納事務を適正に行い

ました。また、週初めの課内打ち合わせ等で課員からの

発言を促し、出納員としての意識向上と知識の共有を図

りました。 

・資金需要の把握に努めながら、安全性を最優先とし、余

裕資金及び基金について運用を図りました。また、積極

的な利率交渉を行うことで、確実有利な運用を図りまし

た。 

 

・各課会計担当者と連携を密にし、出納事務を公正、適正

に行いました。また、窓口でのスムーズな対応を行うた

めに、窓口を改修しました。その後、声が聞き取りやす

くなり住民等との応対がしやすくなりました。 

 

・精度の高い資金執行計画表を作成し、公金の適正な出納

管理及び資金需要をよく見極めながら、利率交渉を行

い、歳計現金の運用を行いました。 

 

 

達成度：H23.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 

様式１ 


